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組織把握の次元と視点
一 組織の境界再考ー一























人は， C.I. バーナード (1938) だろう。彼は，組織を「二人以上の人々の
意識的に調整された活動ないし諸力のシステム (a system of consciously 
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確かに，人間の具体的な行為（進行行為： action, 完了行為： act) は，組
織の直接的な索材に違いない。行為は，バーナードが組織場における活動や
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したというより，未完成だったのだ。その完成に少しでも近づけるのが，残
された私達の課題であろう。
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